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１． はじめに 

APプログラムが導入された翌年に入学した私たちにとって、大学環境や授業科目はごく日常的で当た

り前の感覚で学生生活を送っていたが、本年度が最終年度であることや、就職活動、統合実習の準備と

いうことも重なって、卒業を目前としたときに就職先の方々がどのくらい私たちがごく当たり前に使っ

ている言葉や意味を理解してくださるのかを考えてみた。 

そこで、学生の立場からみたAP事業について整理し、ここに報告したい。 

２． 良かったこと 

ラーニングコモンズのスペースで学習が行えることやホワイトボードが使用できること、PROGテスト

の結果やGPAの結果が自分の携帯から即座に把握できることによって、どのくらいの能力が身について

いるのかが可視化できるのが良い。自身の能力を把握しているので、就職した後に教育担当の看護師は

きっと新人指導しやすくなるのではないかと考えた。 

クリティカルケア関連科目では、事例を用いてグループで協力しながら知識がつけられ、不足部分は

互いに補い合うことが出来た。看護過程はグループワークしたものを最後にポスター形式で発表しあっ

た。自分たちが考え付かなかった内容を知り、学びを深めることが出来た。これは主体的な学修である

と感じた。 

GPAを見ることによって、自分の成績に関心が持てるようになった。学年内順位は関心が深いしモチ

ベーションにつながる。ゼミの先生から成績が悪いと言われても「勉強の仕方が分からない」と感じる

学生もいるので、勉強の仕方に関する様々な提案をしてもらえるチャンスにもなるのではと思う。 

３． 気になっていること 

看護系大学では私たちがAP事業のテーマⅤに関する最初の大学なので、入職したら他大学出身の卒業

生と比べて、DS に対してどのくらいの考慮があるのかについて関心を寄せている。就職試験の時や内定

が決まった時点で早めにDSを見ていただき、卒業生一人一人の個別性をご理解いただいたうえで、助言

を受けながら成長したいと思っている。そのようなシステム作りが就職施設に作られているかが在学生

には見えない点が気がかりである。 

また赤十字病院以外に就職した場合、DS に対してどのくらい就職先病院が関心を寄せてくれるのかも

気になっている。そういった情報が学生にはまだ伝わっていない現状がある。 

アクティブラーニングによる授業ですよ、と先生がおっしゃる科目もあるが、何を狙ってアクティブ

ラーニングとしているのか目的が見えない科目もある。主体性を重んじると言っても、頑張ってやる学

生とそうでない学生が混在した中でのグループワーク等の場合、果たして本当にこれがアクティブラー

ニングなのか、疑問に感じることがある。そういう場合、授業評価アンケートに建設的な意見を書くよう

にしていて、それを先生方が見たうえで授業改善がなされているのであれば、コメントをした効果もあ

ると思う。 

４． 先生方に望むこと 

学年の順位は学生にとって大きな関心事なので、勉強が進んでいない学生に対してゼミ等で個別に対

応して学修が進むようにしてもらいたい。DSに関する様々なカタカナ用語を熟知していない学生もいる

ので説明をして理解が深まるようにしてもらいたい。 
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１ はじめに 

本学では、「学習成果」の観点で、シラバス、授業、成績評価、現場体験プログラム結果等を統合

し、学生の資質・能力形成状況を常に可視化することで、教育の質保証に向けたシステムを構築した。 
２ 観点別成績評価 

専門職に求められる資質・能力調査を踏まえて策定された「学習成果」（９項目）の観点別成績評

価システムにより、学生が身につけた資質・能力の可視化を行った。具体的には、各授業毎に観点毎

の評価比率、評価方法をシラバスに明示するとともに、成績評価の際には、ｅ－ポートフォリオシス

テムにより、評価比率を反映させた成績評価を算出するとともに、修得した全科目の観点別評価を個々

の学生単位に集計することで、当該学生の「学習成果」の観点別習熟度を可視化できるようにした。 
３ 面談カウンセリング 

ｅ－ポートフォリオを活用した「学習成果」観点別の成績評価結果を踏まえ、個々の学生に対する

「面談カウンセリング」を実施した。学期毎の「学習成果」の修得状況を踏まえ、次学期の「目標設

定」を具体的に行うとともに、学期終了後は、「自己評価」「面談評価」を実施した。これらを学期

毎に繰り返して、学生が学習成果を自覚的、主体的に身につけられるようになった。また、ｅ－ポー

トフォリオにより、それらの状況を教職員間で共有することで、個別的かつ継続的な支援ができるよ

うになってる。 
４ ディプロマ・サプリメント 

 形成された資質・能力は、個々の学生単位で出力される「ディプロマ・サプリメント」に集約され

る。「ディプロマ・サプリメント」では、２つのレーダーチャートにより、当該学生の観点別学習成

績による「学習成果値」と面談カウンセリングによる「面談評価」が明示される。更に、ｅ－ポート

フォリオに収められた「現場体験プログラム」等からの学びの結果も反映されるようになっており、

学生の資質・能力を総合的に可視化できるようになっている。「ディプロマ・サプリメント」の活用

については、①「面談カウンセリング」の際の学生の「面談評価」の際の根拠資料として活用し、当

該学生の資質能力形成の特徴（得意、不得意、バランス）を学生と共有しながら適切な学修指導、支

援を行うことができる。②専門職への就職支援、就職先とのマッチングや「推薦書」「人物調書」作

成の根拠資料として活用することができる。③卒業後（専門職採用後）の育成支援のための基礎資料

として、就職先において活用することができる。ただし、この点については、本人及び就職先との合

意が前提となる。なお、この活用については、外部評価委員（保育園長）からの要望がなされている。 
５ 成果と課題 

 本取組により、学生全体、学生個々の「学習成果」修得状況が時系列（学期毎）で把握できるよう

になり、「面談カウンセリング」の際にはそれに基づいた、学修指導、進路指導を行うことができる

ようになった。また、本システムの信頼度に対するアセスメントとして、学科（学位プログラム）単

位での「観点別成績評価結果」と「既卒者観点別評価結果」（新卒１年以内の就職先に対する訪問調

査）との対比を行ったが、「学習成果」観点別の修得状況は、同傾向を示しており、本システムの信

頼度は担保されたと判断している。本学科は、今後４年制学部へ転換が予定されているが、今後、継

続的かつ発展的に本システムを導入し、改めて授業内容、科目配置のバランス等を精査するとともに、

就職先と連携した「養成－育成モデル」構築のための基礎的ツールとして有効に活用する予定である。 
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